
視点,認知的距離,心的態度

三 瓶 裕 文

I. はじめに

私たちが,好き嫌い,関心の有る無し等,さまざまな心理 ･認知のありようを持つ

種(汰)である以上,ある事態を言語で表現する際にも,事態に対する私たちの認知のあ

りようが言語に反映すると考えられる｡例えば,図 1のような事態を表現する実験が

あるol)

(1) a.UbereinerLiniebe丘ndetsicheinStem. 図1 *
b.UntereinemStemstehteineLinie

被験者の約 90% が星を主語にし(-1a),線を主語にする(-1b)のは10% にとどまる

というO線よりも星を認知的に近い,すなわち注目の焦点として捉え,そのような認知

のありようの反映として星を主格 ･主語に具現すると想定される｡2)次は,サッカーの

試合結果の報道である｡

(2) a.BrasilienbesiegtedasDFB-Team mit3:1.(O sterr. Rundfunk,17.12.

1992)

b.Nationalelfverliert1:3. (HessischeAllgemeine,17.12.1992)

同一の試合結果の報道でも当事者でないオース トリアの報道では,勝者ブラジルチーム

を主語に, ドイツの報道ではドイツチームを主語にしているO ドイツチーム-の心的近

さ})の言語的反映と察せられる｡わずか二例の観察であるが,事態に対する私たちの認

知のありようの言語的反映に関して,Engelkamp(1974)のIch-Naheを踏まえ,一'次のよ

1) Schecker(1998:134f.)の実験によるb星が主語の文は便宜上一つにまとめた｡

2) 認知心理学の ｢図一地一分節 (Figur-Grund-Gliederung)｣の枠組では,星の方が
｢知覚的に際立っ図｣と捉えられやすく,｢統語論的な図｣として主語に具現することに

なる｡Ungerer/Schmid(1996)参照｡しかし本稿のように,図と地という二分法ではな
く,伸縮性のある ｢距離｣を軸にすることで,視点の連続的な移動性,それに伴 う複数
のVariantenの存在,種々の含意などを十全に捉えることが期待される｡

3) ｢認知的｣は,｢心理的｣も含意することとする｡なお ｢対象｣は,話者にとって
他の要素よりも認知的に近い要素,いわば認知的焦点であるが,本稿では単に ｢対象｣
と呼ぶことが多い｡

4) Engelkamp(1974:160),またSchecker(1998)も参照O
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うな経験的原理を立てる｡もちろん作業仮説である.具体的データにより検証,精密化

されねばならない｡

話者とある対象との認知的距離の遠近,5) すなわち,話者の視点が,対象から距離を

置いている(distanziert)か,それとも対象近くにあるか, という視点6)のありようを,

話者は言語的に反映させる(例えば ｢対象の主格 ･主語化｣)｡話者の視点が対象から遠

いところにあり,そこから話者が,事態を認知,言語化するのは,対象に対して ｢間接

的｣な関係であり,｢中立,客観的｣な弱い心的態度である｡話者の視点が対象に近づ

くにつれ,｢直接的｣関係となり,｢主観的,感情的｣な強い心的態度となるO煎じ詰め

て言えば,｢認知的(-視点的)距離の近さと心的態度の強さとは比例関係にある｣とい

う定式化が成 り立っことになろう｡

以上,概略を措いた原理はおよそ図2のようになる｡

図2 [間接性] 中 視点 ES l直接性】

話者-

本稿の目標は,上に輪郭のみを述べた原理が,語薫レグェルからテクストレグェルに至

る多様な言語表現の特性と機能を,根底で統御していることを例証することにある｡分析の素材は,本節で導入的に観察した ｢

対象の主格 ･主語化｣のもう一つの例であa受動文(第 3節),これを挟んで,指示詞(第2節),準体験話法(第4節)に求め

る｡複数の,しかも異なるレグェルの言語表現を一時にとりあげる理由は,人間の心理 ･認
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では部分的に援用するにとどめる｡
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2. 直示 (Deixis)表現:指示詞 dieser,der

指示冠詞や指示代名詞の基本機能は ｢直示｣であり,話者は,自分の近くにある,

レ-マ的な指示対象に聞き手の視点を接近させる｡つまり,話者と対象との一次元的な

｢距離｣が問題である｡これに対し,定冠詞や人称代名詞などの ｢照応｣(Anapher)表現

は,前方,後方,外界という三通 りの照応のどれかで特定できる,いわば既知という前

提の合図,それによるテーマの維持 ･連続であり,距離に関しては中立である07)ここ

での眼目は,指示詞には,物理的距離に基づく通常の ｢直示｣機能,すなわち,話者が

指 し示せる領域 (Zeigfeld)内にある対象を指示,聞き手の視点をそれに向けること

(PerspektivischeOrientierung)8)の他に,話者にとって ｢認知的に近い｣対象を ｢直示｣

する機能があり,話者の強い心的態度 ｢好悪｣を含意することを例証することにある｡

まずは通常の ｢直示｣である｡

(3) [‥ .]damnfragteereineVerk如ferin:"WaskostetdZleJCJHemdP"und[=･]･

(W61fel,Garten:12)9)

(4) GiselazeigteHannadasG左ste2=immerundhalfihrbeimKofferauspacken･Den

RucksackstellteHam- indenSchranlL,,De"packichmorgenBus",sagtesie･

(W61fel,Hanna:20)

話者の発話意図は,直示表現を用いることで,自分の近くにある指示対象に聞き手の注

意をいわば強制的に向け,指示対象として特定させることにある｡平たく言えば,例え

ば(3)で女店員は,diesesを聞いたら,眼を客である話者の近くに向けるだけで指示対

象を特定できるわけである｡次の(5),(6)は指示詞を文脈指示に用いた例だが,いずれ

も ｢直前,近距離｣の名詞に読者の視点を誘導,指示対象として特定させる｡

(5) [.‥]durfteersichvornnebenHerrnHollacksetzen,unddz'C∫erlieL主ilm [‥ .]

dieWinkerbedienen.(Kastner,Ptinktchen:145)

7) DeixisとAnapher,とりわけ前者について Ehlich(1983b)参照｡定冠詞の直示
的用法は考察の対象としない｡便宜上,defを指示代名詞,dieserを指示冠詞と呼ぶ
ことがあるO聞き手にとっての Bekamtheitの関連で Bisle-Mtiller(1991:37f.)参照o
Weinrich(1993)は,指示代名詞 dcr/dZ'C/da∫をrhematischeReferen2-Pronomina,人称代
名詞 cr/∫7'C/C∫を thematischeReferen∑-Pronominaと呼び,前者には (AUFFALLIG-
KEIT)と(BUNDELUNG),後者には (BEKANNT)と(UNAUFFALLIGKEIT)と
いう意味特徴を付与しているOなお,Schanen(1996)には音調をも視野に入れた観察が
ある｡

8) Ehlich(1983a)は Eichendorffの作品を素材に,ダイクシス表現が読者の視点を
作中世界に誘導,読者を作中世界に引き入れることを述べている｡
9) 紙面節約のため,例文出典の作品名は略記する｡また,一部,再録の例文もある

が,初出の箇所をその都度挙げることは省いた｡なお以下,例文中のイタリックはすべ
て筆者(三瓶)による｡
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(6) UlikamhochundsteuteeinenFullaufPetersHand,herwarfsichZurSeiteund

riLSUliam Kn6chel,abernunlagdcraufilm und[… ] (W61fe1,Richer:82)

さて,本題の,心的態度 ｢好悪｣であるO対象が,物理的には遠 く(-Zeigfeldの外)

とも,認知的には近い,すなわち,対象-の強い心的態度:｢好意｣や ｢反感｣を持つ

場合,その言語的反映として指示詞を用いることがある｡(7)は 『飛ぶ教室』の一場面,

校長先生の部屋から出たところでの発言であるO指示の同一性 (Referenzidentit如)は,

指示冠詞,定冠詞,いずれでも保証される.しかし,作中人物 Matthiasの校長先生-

の敬愛の情の発露にはdieserが適する｡

(7) Dastandensieauf,[...]undverlieLSenleisedasZimmer.[日 .]AufderTreppe

sagteMatthias:,,FBrdicJCnMann/?de"ManndaobenlaLSichmich,wenn'ssein

muLS,aufhangen.".o' (K互stner,Klassenzimmer:76)

次例の第一文の derも,Mikame(1998)で論じたように ｢認知的近さ｣の表出と捉えら

れる｡第二文,作中人物の激した感情の表出には指示代名詞 denが合 う｡

(8) [. .]dasistn盆mlichmeinFreund,deristirnmersotraurig,Veill...].,,Bin

richtigesWaisenkjnd,wieimM生rchenP̀̀ fragteUli."WenndudichtiberdcD/Pib〝

lustigmachst,hauichdiralleKnochenzuBrei!"sagtePeter. (W61fel,R豆cher:

107)

強い心的態度は ｢好意｣に限らない｡指示詞に関しては,わけてもdieserの場合は,

｢反感｣の表出であることも多い.次例はまず Erbed(1980:228f.)によって,次いで

Bisle-Mliller(1991:70)によって引用された箇所である｡

(9) 》DahatnundieserHerrNaphta- ichsage'dieserHerr',umanzudeuten,daLS

ichdurchausrdchtllnbedingtmitilm sympathisiere,sondernmichimGegenteil

innerlichhe,chstreserviertverhalte- (r (Mann,Zauberberg‥565)

次の場面,家族が皆,めいの Hannaにかかりっきりなので妬んでいるKilianの発言｡

(10) Duwillstjanurwissen,obdeineSuppegutgenugistfardz'eJePrin2=eSSinHanna.

(W61fel,Hannaニ15)

｢反感｣の対象である少年を,Antonは人称代名詞でなく指示代名詞で指示し続ける｡

(ll) ,,Anton,esgibtnocheinen,aermirnichtgefdt.[,･･】GottfriedKlepperbein

heiL3ter･"An tor)sagte:"Du,dc〝kennichDergehtinmeineSchule,eineKlasse

h6her.Nawarte,dc"werdeichmatausdenAnzugstoL主en･" (Kまstner,PBrikt-

10) 疑問符 Pの有無は,選択の傾向を表すのであって,容認可能性の度合いではな
いO
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chen:48)

次は指示冠詞,指示代名詞が共に ｢反感｣を合意している例｡tり

(12) DL'cseHanna,d7-8istjawohlBusGlaSOderso?Diehabtihralleviellieberalsmich.

(W61fel,Manna:22)

｢直示｣の指示詞が,強い心的態度, レ-マ性 (Rもematizitか)の表出であるのに対し,先

に述べたように, ｢照応｣の人称代名詞や定冠詞は,指示対象が既知,テーマ性という

前提を持つ..2)次例は,病院で妻が出産直後に死亡してしまい,夫であるLas2=loが一人

で赤子を家に連れて来て,留守を守っていた子供たちと赤子を対面させる場面である｡

赤子の存在自体は既知,前提とされているので指示詞 Dasでなく人称代名詞esの使用

となるo

(13) LaszlotmgdenKorbindiegroβeStubeundstellteilm aufdenEsstischl- ].

"Bs/??DG∫isteinMEdchen",sagteer. (W61fel,Haus‥9)

例文 (14)では,対象である父親に対する少年の高ぶった感情が徐々に落ちついていき,

対象に対して距離を置いた冷静な態度となってゆく｡この気持ちの変化を,聞き手や読

者は,強から弱-の音調変化,指示代名詞 derから人称代名詞 er-の変化に見てとる

わけである｡

(14) ,,UnddeinVater?"Joschib也cktesichundl...].,,Dcr?̀̀ sagteer.,,Dcristweit

weg･ⅠneineranderenStadt･Derktimmertsichdochnichtmehrumuns.Brhat

eineandereFraugeheiratet,undjetzthaterandereKinder.̀̀ (Wblfel,Garten:

34)

3, 受動文

前節では,語童 レグェルの言語表現として指示詞を取 り上げ,これらが通常の直示の

他に,話者の指示対象に対する認知的近さ,強い心的態度 ｢好悪｣の表出となることを

見た｡本節では,第 1節で見た ｢主格 ･主語化｣の延長線上にある,文 レグェルの言

語表現として,受動文を取 り上げる.なおこれらについては既に三瓶 (1994),Mikame

(1996b)に詳細な分析がある｡ここでは受動文の含意と認知的近さの連関性の一部をか

ll) dieserとderは, ｢近さ｣や ｢心的態度｣, ｢指示力｣の度合いの差に基づく,一
応の棲み分けはあるが,十全な記述のためには前者には通常と対照という二様の強勢が
あることも視野に入れた分析が必要であろう｡
12) 人称代名詞は聞き手にとって既知という前程があるので省略形'Sが可能である:

,,werm dumirzelm Markgibs【,verratich'S血:ht･Sonstsagich'sdeinemVater."(K盆stner,
Ptinktchen:19)oなお,人称代名詞,定冠詞におけるIdentiazierbarkeit/ⅠdentiBZiertheit
についてSchanen(1996:149ff.)参照｡
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いつまんで述べるにとどめる｡t3)

能動文が対象から距離を置いた中立 ･客観的な視点の反映なのに対し,受動文は行為

を受ける対象(典型的には Patient)を注目の焦点とし,視点の接近の反映として対象を

主格 ･主語で実現,そこから事態を描写する表現である｡14'行為の目標点(Zielpunktder

verbalenHandlung)15)である対象近 くに,視点があるので,行為の影響,行為の完了を

いわば直接知覚できる｡そのために ｢被影響,被関与｣の含意が生じる｡このことの裏

付けとしてZifonun(1992:266)があるoZifonum によると,能動文(15)

(15) KarltrafFritz.

はbegegnenの意味とberdhren,verlet2=enの意味とで潜在的に二義だが,受動文(16)

(16) Frit2WurdeYonKarlgetrofFen.

ではbegegnenの読みは消え,ber止hren,verlet2=enの読み,すなわち ｢影響｣に一義的に

定まるという｡

さらに,裏返しの傍証として,非完了的な動作態様の動詞,すなわち ｢影響性｣が低

い動詞による受動文形成の困難さがある｡(17)はEngelkamp(1974:152)からの借用例

である｡

(17)*DasGeldwirdvondenDiebbesessen.

受動文に与も ｢被影響｣の他にも, ｢感情移入｣, ｢特徴づけ｣, ｢結果性j等の含意があ

り,これらの含意も,視点的近さと直接知覚という原理の統率のもとにあるが,ここで

はこのことを指摘するにとどめる｡")

4, 準体験話法- 間接話法と体験話法の間で-

語 り手 (Er2盆hler)が,一貫して語り手の視点から,すなわち,作中人物や作中人物の

発言 ･思考の内容から ｢距離を置いて｣作中人物の思考や発言を再現するには間接話法

を用いる｡作中人物の心的態度を表す心態詞や方言,破格の構文,作中人物の視点から

のダイクシス表現などは,そのままの形では再現されない｡つまり, ｢心理や感情が液

過,捨象｣される017)しかし,第 1節でも示唆したように,語 り手の視点は,作中人物

-の認知的距離に応じ,語 り手と作中人物という両極間の連続的なスカーラ上を動 く｡

このことの自然な推論として,語 り手が視点を作中人物に近づけるにつれて,作中人物

13) 受動文使用の重要な目的にテーマ連続,動作主の背景化と前景化など一連のテ
クスト的機能がある｡Mikame(1996b)参照｡
14) 三瓶(1994),Mikame(1996b)参照｡

15) Eroms(1998:59).
16) Mikame(1996b)参照｡

17) steinberg(1971),Vogt(1990),三瓶 (1996a:42f.)等参照｡
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の心理が液過されずに浮かび出て来る,いわば準体験話法とでも呼べる話法の存在が予

想される.この想定の実証が本節の課題であるOそのためのお膳立てとして,まずは,

語り手が,作中人物や作中人物の思考 ･発言内容から距離を置いた間接話法である｡

(18) ErverdientevielGeld,undviel2=utunhatteerauch.SeineFrau,Phktchens

Mutter,warallerdingsandererMeinung･Sicland,erverdienevielzuwenigGeld

undarbeitevielzuviel. (Kastner,P也nktchen:10)

次は中立を旨とする報道文｡3人の政治家から等距離を保ちながら,一人一人の発言を

連続的に引用する自由間接話法が使われている｡

(19) DendeutschenAutofahrernseienkeineweiterenBelastungenzu2umuten,Sagte

Schr6der.BesondersPendlerl-･】wtirdendurCheineVignettebelastet.Der

StraLSenbaumiissewiebisherausden allgemeinenSteueraufkommen丘nanziert

werden.Stoiberwiesdiesals"unglaubwBrdig"2TurBck･Schr6derhabeerstvor

kurzem eineErh6hungderMinera161steuerl‥ .]angekBndigt.[‥ .].Auch

Bundeskan21erHelmutKohl(CDU)hatsichindieDebatteeingesehaltet.lH.]･

Einerseitsse上denAutofahrernkeineweitereBelastungzu2Tumutenl日,]. (Bie-

tigheimerZeitung,23.7.1998)

次例は息子と母親との対話,｢自由間接話法｣であるが,語り手は視点を作中人物に接

近,あたかも,半ば作中人物であるかのごとくに,つまり共体験的に作中人物の心的態

痩,感情を再現する｡音調も半ば作中人物の声色に近くなる0.8)

(20) [‥.],fragteer,obernich上be主einemSchulfreundwolmenddrfe?Beieinemin

derM6rikestraLSe?NcZ'H,da∫seljCtdnichtmehr2uVerabreden.Abeterm6chte

docbsogern!UndFrauBrasnjk?Mitdcrwolleer∫do"reden･U"mbd7-Ch･Dzlcsei

bcsLimd beleidigt. (W61fel,Garten:56)

第-文以降,一貫して接続法Ⅰ式が使われている｡作中人物の発言を再現する自由間

接話法である｡しかし,元の発話のそのままの再現であるNein,Unm6glichや ietzt,第

2節で観察した指示代名詞 das,def,Dieの使用,そしてdoch,SChon,besdmmt等の心態

詞や話法詞の思考の主体が語 り手でなく作中人物であることに見てとれるように,作中

人物の生の声,強い心的態度の吐露である｡Stanzel(1991)の用語を借 りれば,｢語 り手

が媒介する物語状況 (auktorialeEr2=生hlsituation)｣から,｢作中人物に反映する物語状況

(personaleErz主hlsituation)｣.9)-と変わりつつあるO体験話法性を帯びるという意味で準

体験話法と呼べよう｡20)

18) 体験話法の音調について,Steinberg(1971:15り 参照｡
19) 訳語は邦訳に拠る｡
20) 体験話法の文献について保坂宗重 /鈴木康志(1993)参照｡



視点,認知的距離,心的態度 85

(21) ① Er(-PetruS)erz盆hlteilmen,daLiefihrenRektor,Prof･Dr.Grdnkem,gut

kenne･② Undwieesilm gehe.③ Undhieroben seinichtvielZuSehen.

④ DennderHimmelseiiaumsichtbar.⑤ Undfotogra丘eren血rftensicauch

Llicht. (K左stner,KlassenZimmer:26)

接続法Ⅰ式,II式の使用により,①から⑤まで一貫してPetrusの発言の間接引用とわか

るものの,③の作中人物の視点からの表現 hieroben,④のJL態詞 ja,⑤の主節現象,す

なわち元の発話者(-作中人物)の強い心的態度の反映としての有標の語順など,作中人

物から距離を置いていては窺い知れない作中人物の心理,感情が共体験的に描き出され

ている｡21)

さらに,語 り手の視点が作中人物に近づくと,体験話法となる｡下線部が体験話法｡

(22) ① Evchen,Friederchen,Ulichen- diewarendocheinfachzum Kotzenliebund

nettundstiLS!② Petersah,wieUlimmHausging.③ SclmellausdenKleidem!

④ SolltendiedochgemiitlichffdhstBckenmitihrerTante.⑤ Erwolltevor

ilmenaufderlnselsein. (W61fel,R左cher:42)

①語 りの時制以外,-chen,指示代名詞 dieなど想定される元の思考そのままの再現で

ある｡体験話法｡③作中世界から距離を置いた語 り手の視点からの背景描写,地の文｡

③内的独白ともとれる体験話法o④有標の語順,指示代名詞,破格な (abweichend)棉

文の一つである枠外配置や,dochなど,作中人物の心理を共体験的に描出する体験話

法である｡

5.結 語

本稿の目標は,話者の対象に対する認知的距離,視点のありようを軸 とする原理が,

語童 レグェルからテクス トレグェルに至る多様な言語表現の特性と機能を,根底で統御

していることを例証することであった｡話者の視点が対象から ｢距離を置く｣につれて

｢間接性｣が増 し,逆に,対象に近づくにつれて, ｢直接性｣が増すということが,普

調,種々のレグェルでの表現,意味(心的態度のありようや含意を含む)に,濃淡はある

ものの反映することも示唆的に示 した｡この同じ原理の統率のもとにある言語現象に

は,さらに,daB補文,話法詞などがあるが,ここではただ,このことを言い添えるに

とどめる｡稿を改めねばならない｡

21) 語 り手が作中人物に視点を近づけるにつれて,読者の視点も作中人物に接近,作
中人物の心理を共体験する仕組みについては Mikame(1996b:410f.)参照O



86 三 瓶 裕 文

図3 [間接性】 申 視点 ⇒ [直接性]

定冠詞人称

代名詞能動文間接話法 準体験話法 指

示冠詞 dieser

指示代名詞 def受動文体験話法
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